
弟子屈強震調査報告袋

札幌管区気象台掛

S 1. まえがき

昭和34年 1月 31日未明，北海道弟子屈付近に起った

地震は，内陸地震としてはかなり激しいもので，屈斜路・

阿寒火山群に属する;温泉郷に被害をもたら'す外，道東地

域における主生産の一つである薪炭用の炭焼が注にも多、

大の損傷を与えた.この地震は前震亡考えられるものが

数日前，弟子屈西方に発生じ，また余震中最大の規模のも

のが本震から 2時間後に起って、いる.本震の規模は坪井

の計算式によればMは6.2，U. S.C G. S.長時の決定では

53/4""6となっている. 余震は本震後24時間内に約200

回観測されたが，特に奥春別付近で激しく，鳴動を伴う

など，現地住民間で「ペケレ山」爆発の流言により一時

混乱を生じた. 3か月後ほど平穏に復したが，現在なお

若干の余震が起っている.

この調査報告は気象官署で得られた観測資料にもとず

I~'・
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いてま〆とめたものである.地震直後の現地調査および被

害調査についTは，すでに験震時報 (Vol.24， No 2， 

p~ 13)に掲載されているのでこ〉では省略した.

S 2. 地質概要1)

乙の地域は千島火山帯の最南西端である屈斜路・阿寒

火山群に属するもので，今回の地震は世界的規模を有す

る屈斜路「カノレデラ」南壁に近い付近に発生した.ーこの

地域の上部は洪積世後期の莫大な火山噴出物によってお

おわれているが下部の基盤を形成しているものは新第

三紀層からなっているr 乙のカルデラは南側釧路川に沿

う部分をのこしてだいたい平円型である.従来屈斜路

「カルデ、ラ」の中心を通って，ほ'ぼ南北に構造の弱線が

あるとされており，この弱線の成生は，大量の火山噴出

物，~乙伴う「カルデラ J 成生の直前にできたのではないか

と考えられている.

?手 I9K門

Fig. 1. 
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10 験麓時報-25巻 1号

Table 1. 05h39mの地震観測表

震 初J 動
官署名 相 発震時

}支 N E Z 

hm  s |1 '0μ0μ 3' μ 

釧網 路 IV iP 05 39 08.61-800 +31 

根帯 走広室

E iP 39 11.9 十10(+O) 
E iP 39 16.0 -29 -203 -239 
工 iP 39 18. 7 -24十312

広尾 工 iP 39 23.9 -19 -7 +33 

旭川 O iP 39 25.5 -12 十50 -57 
浦河

O O leP P 
39 27.4 -31 -33 

留萌 39 33.4 

苫札!J ¥ 幌牧 o l' eP 39 36.9 (-) 
O iP 39 37.0 (+) + 12 

稚室ー 都蘭内
O e 39 37.8 
O eP 39 43.8 
O eP 39， 49.5 

(-)一-)) 
寿函八 館戸

、O eP 39 49.8 (+ ) 
O eP 39 54.21-

青宮、森 O eP 39 57.1 
O eP 40 04.4 

盛 古岡 O iP 40 05.8 -5 -2 十3

秋水 沢田
O eP 40 15.1 
O eP 40 17.1 

石巻 O eP 4019.9 

仙山 台形
O eP 40 22.6 
O eP 40 29.0 

小相名浜 O eP 40 43.3 
J11 O eP 40 43.5 

宇柿白都'河宮岡

O eP 40 45.0 
O eP 40 49.8 
O eP 40 52.8 

.松銚 子代
O 
eP P 44001 57.4 

(+ ) (-) 。 59.2 

長熊 野 O eP 41， 00.5 
O EeP P 41 00.8 

追谷5分4 O 41 10.0 
O P 4110.2 

東前 橋 O eP 41 13.3 

甲府 O eP 41 14.4 

~ 3. 地震観測表

本邦では全官署でこの地震を観測しているが，解析に

必要とされる震央距離 1000kmまでのもののみを掲載

した (Table1， Table 2参照). 

以後簡単のために 05時39分の地震を rA地震」とし，
01'時 17分の地震を rB地震」として取り扱うことにす
る.

~ 4. 震度分布

有感城は本道の東半部に限られているが，特徴として

は，震央に近い付近では東西方向に，遠ざかるにしたがっ
〆

最 大 動 周 期
P-s ーム

N E Z N E 

m sl km 
3.65.655 .25.44.O 4.O 08.0 社7
v 5. 2 7. 5 5. 6 I 4. 6 5. 6 5. 4 07.8 69 
1.0 0.8 0.4 '6.3 6.9 3. 1 09. 5 94 
22.5 28.5 4.3 4.6 4.4 3. 1 11. 5 111 
1.1 1. 1 O. 5 3.2 5.4 5.6 17.9 151 

1.9 1.2 0.6 3. 3 5.0 4.6 20.0 170 
0~8 1.8 0.8 6.3 6.8 6.3 22. 1 189 
O. 9 0.6 01 .4 3. 7 2.7 5 3. 7 26. 3 231 
3.0 3.6 .0 3.9 1. 2.7 29.2 244 
1.9 0.9 0.3 9.0 7.8 5.3 27.8 251 

0.4 0.3 0.2 ¥5.6 7.9 5. 5 24:2 304 

1180.μ 3 13. 8 36.3 310 
0.4 0 0.0 11. 1 10. 5 39.1" 346 
53μ 73μ 22μ 1.8 2.0 1.9 40.0 347 

41. 4 ~408 

212μ235μ 57μ 2.4 2.6 2.4 46.8 426 
45.4 469 
51. 2 500 

213540μμ 、116943μμ 4580μ μ 
5:9 4. 3 7.4 01 00.8 547 
7. 7 3.6 1.4 01 06.0 547 

55. 1 612 
01 17.8 643 
01 25.6 667 

司 01 -23.4 778 
01 19. 1 797 

、01 29.9 今784
0O 128.4 856 
1 28.8 875 
01 36.ー 927 

一 908 

01 35.0 915 
01 32.1 912 
01 . 53.ー

99342 5 
28264μ μ168μ 9.2 9.3 01- 28.6 

42μ 01 27.9 904 

01 19.8 997， 

て東西方向よりもむしろ南北万向民有感域が延び、ている

(震度分布図 Fig.'2， Fig. 3参照).また，後記する初

動分布から推定される象限型のほぼ南北の節線方向に，

有感域が延びていることになる.特に中央部以西氏有感

域が及んで、いないことは，本道の背梁となる日高山脈・十

勝・大雪・天塩各山系が何らかの影響を与えているよう

にも考察される.

A-. Bの両地震について比較を行ってみると，後述す

るととく地震計で観測された振幅から推定すれば，若干、

B地震の方が値は小さくでるが，有感域からすればBの

方が大きく，中震域以上の部分は約1.5倍となっている.

この地震の最高震度は烈震程度で，震央に近い奥春別
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Table 2. 07h17mの地震観測表
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ー付近であるが，その範111'1は極めて局所的芯ものとなって 苫小牧では異常振幅を示しており ，M の平均値を求め

いる.最大有感半径はオホーツク海沿岸の枝幸ま℃、約 る際には，この2か所を除いた 10官署の平均とした.

230 km K及んでいる. この結果A地震は M=6.21，B地震は M = 6.08を得

18 42.71・
18 42.9 
18 44.7 
18、4'5.1
18 48.7 

18 49.0 
18 51. 0 
18 54.8 
18 55.3 
18 56.5 

18 56.9 
18 57.7 
18 58.4 

187μ110μ 5.5 ・7.2

~ 5. 地震の規模

道内に設置されている 1倍強震計で観測された最大振

幅から，坪井の式

M=log A+1. 7310gムー0.83

を用いて M を計算した.tこだ Lノ A命は最大振幅で，

N-S成分と E-W成分の合成値とした. 各地で算出

された M の値は， Table3のようになる.特に帯広・

Tこ U. S. C.G.S. の決定では各々 M= 53/4-6 (Pasa-
dena) ， M=61んぐPasadena) となっており，本道の資

料から決定したものと差異があるが，これは観測資料お、

よび算出方法の違いによるものと考えられる.

B. Gutenberg， C. F.Richter (1956年)によるエネ

ルギー換算式 logE=l1. 8+1. 5 M によれば Table4 

のようになる.参考のために，屈斜路地震(昭和 13年)， 

十勝沖地震(昭和27年)もつけ加えた.

-11-



l2 験震時報 25巻 1号

Fig.2. 05九39mの地震の震度分布

¥¥ 

Fig. 3. -07'b17~ の地震の震度分布.

S 6. 雷原と走時解析

今回の地震は震源の浅いためか，P相および S相の

発現状態は，震央距離 300km付近までは iP，iSと観

測されたものが多いが，それより遠隔の地点では，相の

立上りが不明りょ'うになっている.震央決定のために

ι~~;J A地震…
ロ1江1 百1m

調!I 路 6. 7 5.98 8. 1 6. 06 

網 走 7.2 6.16 3.8 5.88 

根 室 1.3 5. 74 1.7 5.86 

持帯。 広 36.3 7.28 10.3 6. 73 

!玉 尾 1.6 6. 16 O. 7 5.81 

旭 Jll 2.2 6.35 1.3 6.21 
油畠 7司 2.0 6.41 1.5 6:-29 

留 An 1.1 6.29 1.0 6.25 

本L 幌 2.1 6.64 1.2 6.40 

長苫小牧 4. 7 6.97 2.5 6. 70 

室 蘭 0.5 6.16 0.4
C 

6.06 

寿 都 0.5 6. 26 0.4 6. 16 

平均仰〉所) 1山 I '-1 6.09 

勢異常振幅を観測した所

Table 4. 

地震名 発現年月日

屈斜路地震 昭和13年5月29日 6.0 6×10er20 g 

十勝沖地震 昭和27年3月4日 8.1 8X1023 

弟子屈地震 昭和3:J年1月31日(A)6.2 1 X 1021 

同 上 同 上(B) 6. 1 6X 1020 

は， 震央を囲む釧路・網走・根室・帯広・旭川の P波

の到達時間を用い，Trial and Error によって求めた.

震源の深さおよび震源における発震時は，ー定時曲線図

Fig. 4， Fig. 5から，和達・鷺坂・益田の定時曲線をあ

てはめて求めた.その結果，次のようになった.

A地震

震央 .43
022.9'N 

144025.7'E 

震源の深さ 20 km 

震源における発震時 051b38例58.48

B 地震

震央 43028.8'N 

144023.7'E 

震源の深さ Okm 

震源における発震時 07九16m46.88

なお参考のため震央距離によって P-S時聞が直

線的に変化するものとして，道内の 10か所の資料を用

- 12ー
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い，最小 2 乗法により震央における P~S 時聞を求め，

鷺坂・竹花の P，..，Sの表から深さを計算した結果， A

地震で 8.6km，. B地震で 3.3kmを得Tこ.

Fig← 4，Fi忌.5 ~と示す走時曲線図から東日本における

地下構造を推定するために，震源が極めて浅いと考えら

れる B地震について解析を試みた.観測資料からほぼP

波の速度どして 6.0 km/sec， • 8. 1 km/secの2直線が得

られ，その屈折点は震央距離 140kmとなった.震央か

ら50km付近までは観測資料がないので，最上層は省

略し 2層構造として考えた.Hを地表から不連続層

まで(上層と下層の不連続而)の深さとし，ムは震央か

ら屈折点までの距離，Vl は上層の P 波の速度 (6.0

km/sec) ，V2は下層の P 波の速度 (8.1 kmjsec) とす

れば，H は次式によって計・算される.

一一一
…fu
v
 

ム一
2

H
'
 この結果 H=27:0kmを得た.

また， A地震についても同様に 2層構造を仮定し，走

‘時曲線図から上層・下層の P 波速度を各々 6.0kmjsec， 

8.1 km/secどすれば，屈折点は震央距離 90kmとなる.

/ 
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h
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t ・一一..J VM  
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Fig. 6. 

乙の地震の震源は，先に和達・話回の走時によっで求め

られた結果では，深さ 20km以内と考えられ。るので，

震源が土層内にあるものとして，次式によっ eて H を計

算した2). tこだじ，hは震源の地表からの深さである

H一一 1一イ(~V2，\凡U、ゾ/Jï2平弓瓦;:l2-一→-
一 2 ¥ ~〆;-瓦瓦仁五玄 :γ一ソノ
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14 験震時報 25巻 1号

乙れより H=29.9kmとなった.

A.B地震から計算して得られた値はほぼ似たもので

あって，従来考えられているモホロピチック不連続層に

相当するものである.戦後，東北・関東・中部の各地方

で実験が繰返えきれている人工地震観測の結果からも，

P 波の速度が8km/secを越える深さが，地下 30km付

ー近から始まもっていることが次第に明らかにされつつある.

日本付近のモ層の深さが，このため従来の40-50kmか

ら20-30km にあらためられつつある現状からみて，

今回の地震の解析も，その事実を裏書きーする一つである

と考察される.

~ 7. 初動分布と発震機構

、、

初動の観測されたのはほとんど北海道内のみであって，

その分布状態は Fig.7l乙示すとおりである.

(1) A・B両地震ともにかなり明りような四象限型

のもので，乙れから推定すれば同ーの発震機構

からなっている.
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Fig. 8. 

(2) 主圧力の方向は N730W および Sτ30Eで，張

力は各々これに直角の方向となる. N 28
0

W-

S28
0

Eの節線方向は，地質学的に考えられて

いる構造弱線と一致している.また，この節線

上の奥春別付近に地割れが存在しているが，断

層と認められるものは発見されていない.

(3) .昭和13年屈斜路地震の初動分布を比較のため

Fig.8l乙示したが，主圧力の方向は N9rw，

S 97
0

E，その差は 140 でJ 四象限型となってお

り，その発震機構上では今回の地震と類似型を

なしている.

(4) 屈斜路地震， A・B地震およびその後の余震発

生地域を考えれば，tごいたい NNW-SSEの

節線上に発現している乙とがわかる.すなわち，

この線を境として Shear力が加えられたもの

ではないだらうか.

* 8. 最大振幅と震央距離
道内の 1倍強震計で観測された，最大振幅(3成分の

合成値)と震央距離の関係につい七考察する.一般に，

観測点で観測される振幅は，観測点の地盤状況によって

大きく左右されるが，今回の地震では，帯広・苦小牧・

根室を除いてはイーさ程の変化はみられなかった.最大振

幅と震央距離の関係を Fig.9vr.示した.図から最大振

幅を A;震央距離をム減衰係数を hとすれば，
A=Cム-k

ただし， Cは常数とする.

この地震では k=l.5が得られた. この値は一般地

震において，平均的な値として知られているもので石る.

lヌ|から明らかなように，. l:~M:広・苫小牧の 2 か所が特に

-14 -
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Fig. 9. 

大振幅となっている. 乙れは観測点が沖積層にあって，

地盤としては極めて軟弱なことを意味している.なかん

ずし帯広は過去の地震においても，常に標準より数倍

の観測値を得る乙とや，最近では十勝沖地震の際，十ー勝

川流域にわたって特に被害が激しいことからも，この付

近の地盤が特殊な状態にある乙とが推定されるめ.

根室は上記地域とは逆に，極めて硬質の地盤上にある

ため，振幅は標準以下を示している.

* 9. 方位による振幅比の変化
震央から各方位に射出する地震波が，観測所の N~S，

E-Wの振幅にどのような変化を与えているかを調べる

ために，震央からの万位と，各観測所の最大振幅のN，..，

S成分と E，..，W 成分の比を Fig10 に示した. 観測点

の位置が，方位にして160
0ん300

0 付近に集中しているの、

で，全方位についての問題にふれることはさけ，この範

囲内について'のみ考察することとした.その結果，初動

の押しの範囲では N，..，S成分が卓越し， 51きの部分で¥

は E，..，W 成分が卓越して'l可る.特に，万位 280。およ

び 1900付-近に，振幅比の極大，極小が現われており，

各々主圧力の万向主張ガの万位に，一致していることは

興味深い事実である.
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* 10. 前震および余震
今回の地震で特に興味あるのは，本震にぎきがけて明

らかに前震と考えられるものが 9日前の 1月22日16

時33分頃発現していることである.震央は今回の地震

の余震域の西縁と思われる弟子屈町西南西 20km付近

(43
0

27'N;' 144012'E， H =0，..，10 km)であって規模は

M=5.7. 内陸地震とじてはかなり大きなもので，最大

震度は強震 (v)が上御卒別で観測されている.

余震域はほぼ弟子屈の西万一帯と推定されるーが，現地‘

における地震観測資料がないため，調1¥路・網走・根室・

帯広において観測された地震の p:....-sから，確率分布
I~自に余震域を推定した. 4 官署で観測された P~s の

ひん度は， Table 5のようになる.この表から，最大と

次のひん度に相当する p，..，sを求め，これ.7d?深さ Okm

エ小11 路|網走|根室|帯広

sec 
6.9:> 3 1 

7.0，..， 7.9 146 4 ー

8.0，..， 8.9 62 5 1 

9'.0，..， '9:9 18 9 1 

10.0.......10.9 5 1 2 

11. 0，..，-11. 9 2 2 3 1 

12.0，..，12.9 12 1 

13.0，..，13.9 6 1 

14.0，...，14.9 1 4 

15.0，..，15.9 7 

16.0，..，16.9 

- 15-



16 験震時報 25巻1.号

¥ 

Fig. ~l'. 

とした場合の距離になおい‘各官署より帯状 (2sec間

隔)の円弧を画いてみると Fig. 11となる.これらの

円弧の各々を満足させるような円を画くと，ほぼ奥春別

付近を.中心とした，半径 14kmのものとなり， これを

余震域と推定しに余震域の商積は 6.1XI0km2で，宇

‘tfJ:らの求め子こ余震域面積4)と Magnitudeの関係によく

合致する.本震はこの余震域の南縁に，また，前震は西

縁に起っていることになる. 乙のことは，従来本震が余

震域の周縁に起るという定説を満足させるものである.

'余震の発現状況は， Fig. 12に示すように本震直後多

数続発しており，特に 2時間後の 0711.17仰のものは，本

H 

200 

1 
31 1 10 - 15 

7・ー〈トー一地震計で観測したにど;回比

一一@一一鈴子:A警祭器で鋭部じこ有定地表

Fig. 12. 余震回数

震に近い規模を有するものであった.余震の減衰状況は，

一般の大地震の場合とかわるところはない.ただし， 31 

日から 4日までの減衰はかなり早く 5日を境として傾

向を異にじてわる"余震の発震時は， 2月末日までの分

を Table6にのせた.この資料は北海道地震月報(札幌、

管区気象台発行)，地震月報(本庁発行)かち明らかに

余震と認められるもののみを集録したものである.

また，震央付近の弟子屈警察署で観測された有感地震

回数についても， Fig. 12 t乙参考のため示しておいた. 、

余震の発生地域は，先に述べた地域内であるが，地質

学的に考えればこのf世域は，屈斜路および阿寒カルデラ

壁の直下，あるいは若干外側よりにあたっている.震央付

近である奥春別部落は，最も激しく余震を感じた地域で，

特に鳴動を伴ったために，民心の不安をより以上に大き

なものにした.余震は現在 (10月)なお若干観測されて

おり，全く終JI:Jした状態には復しておらない.

，~ 11. 過去の地震

従来，北海道東部の内陸に発生する地震は，極めて稀

であって，被害を伴う地震の記録は，屈斜路地震および

今回のものを除いては皆無である.一般的な傾向として

は，深さ 100km付近に震源を有するものがあるが，規

模は小さく，地上に被害をもたらすまでにはいたらない.

昭和 13年 (1938年)5月29官の屈斜路地震5)は，震

央を屈斜路湖畔「札テキ内j付近とじて，規模は mag-

nitude にして 5.9ぺ6.0で，最大震度は烈震.(Vl)程度

のものが，震央付近で観測された.以下は前後2回だけ

ではあるが，その活動ヒの共通の点について考察してみ

ると，次の諸点があげられる.

( 1 ) 火山地帯に震源を有し，地質学上の構造の弱線

上に起っている.

(2) 規模は上限があるまうに考えられ magnitude

が6.5を越えない.震源は一般に浅く.，このた

め地上の被害は割合に大きい.

(3) 初動分布から考えられる発震機構が四象限型で，

節線の位置も類似している.

、， (4) 地震に鳴動を伴って心る.

(5 ) 余震については，本震後5日付近で，やや活動

が盛んになる傾向がある.

、(6) この地震の起る 6.-了目前t乙福島および茨城
県沖l乙magnitude7'前後の，かなり大規模の地

震が発生して，地震活動が活発になっている.

(7) 地震に伴って，時阿寒岳の鳴動が一時的に盛ん

になる.

- 16ー
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む す・び

今回の地震は火山地域に発生したものとして，一一応火

山活動との関係が注目され，一部には必要以上の関心が

はらわれた.地震直後は震央付近の温泉湧出量の増減，

あるいは雌阿寒岳の鳴動などが，現地調査の結果わかっ

ているほか，特に異常は認められなかった. しかし 6

か月後，昭和 31年 (1956年)以降，平穏を続けていた

雌阿寒岳が 8月2日 8月6日にわたって，噴火活動

を再開した事実は，あるいは，弟子屈地震の本源が，火

山活動のそれと相通ずるものを有するかに推察される.

ζれに関しては，なお多方面の調査を必要とするが，極

めて興味深い問題であ芯.

参考文献

1)， 5) 津屋弘遺:屈斜路地震調査報告，地震 1，

10 (1938)'， 285-313. 

・2) 高木聖:震源(第 11報)，験震時報， 18(1953)， 

101.....104. 

3) 中央気象台:十勝沖地震調査報告，験震時報， 17 

(1953)， 1 -135. 

4) 宇津徳治・関 彰:余震区域の面積と本震のエ

ネJレギーとの関係，地震， ll， 7 (1955)， 233-

240. 

- 17ー



18 験箆 11寺報 25巻 1号

R
一
-
t
~
 

，

mι l
 

m
'

一

rν つL

ハU

「
f
i
l
l』
h
t
l
L

判Mrl州制!'

ABASHIR I (5) 

A九ザ L t:""- A了=+2U

W ct-.J8 

/ 

M 司 + Iμ之

[:cm 
O 

~ 

ASAHIKA¥;A 

h
山
刷
剛
山
間
川

H
1・

・1111

1
J
H
H山
U
剛
山

wm川川川，

l
e
H
H
M刊
H
u
j町
四
V
1
h

J
川
山
山
川
川
州
制
肌
川
町
川
、

l

i

 
叶
山
内
叫
百
曹
1

1、ノ
内

ν'

t:i~l~い州!仰い…一

y 十州州州~"，;'~".{... -.....，.~ 

子斗刊1酬州州川1仲町…

• otJf 

トーよ→ト1

HIROO ( P) 
AT... -""'lf A丁目-49.主

"・7

ト一一叶附十一…-

斗州引蜘ルー…、ハ-一一一一一，町一一一、-一内-

弓一一一一ザ叫J九v， 

三成分普通地震計常数表 、 1倍強震計常数表

お司成分Iv I ~~cl n:ml v 
NS '62 1.7 0.07 

8 6 ;J;l川ナ 広 EW  62 1.7 0.07 
UD  59 1.9 O. 15 7 

NS 68 1.8 0.08 
旭 JlI EW  66 1.9 0.09 

UD  63 2.0 0.09 

NS 54 1.9 0.21 
ト広 尾 EW  59 2.0 O. 19 6 

UD  60 1.8 O. 19 7 

戸母|成分|Vit:clJJU 
NS 1 1 5.9 0.02 8 

事1[ 路 EW  15.7 9 0.02 8 
UD  1 I 4. 0.02 -8 

NS 1"1 '5.0 0.-01 9 
帯 広 EW  15.1 8 0.01 9 

UD  1 I 4: 0.01 9 

NS 1 1 6.0 0.01 8 
f眉 走 EW  1 I 6.0 0.01 8 

UD  11 5.010.02 7 

Fig. 13. 地震記象
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Table 6. 余震観測表

h m 
Oh 74m 6 

h m h in h ロ1 h m 

1月31日 .05 42 .09 39 17 34 17 32 17 17 

.05 42 .07 48 .09 4.0 18 .08 19 .07 5日.02 1.0 

.05， 43 .07 5.0 .09 47 18 16 2.0 .07 .03 .07持

.05 47 .07 55 .09 45 2.0 18 2.0 4.0 .03 .08 

.05 51長 .07 57 .09 48 2.0 3.0 2.0 43 .05 '31 

.05 54 .08 .0.0 .09 ，5.0 2.0 45 22 29 .06 51 

.06 .02 .08 .01 0955 1 2.0 55 2日.0.0 28 .08 .03 

， 
.06 .04骨 .08 .02 .09 52 21 11 .01 31長 .08 32 

.06 .05 .08 .03特 .09 54 21 2.0 .03 .03 .09 23骨

.06 .09骨 .08 .03 .09 54 21 3.0 .03 35 .09 3.0 

.06 16 .08 .06 .09 55 21 56 .03 37 .09 38 

0066 16 0088007 6 
.09 58 21 57 '.06' 13 .09 47 

19 1.0 .0.0 23 .0.0 .07 34 1.0 .09 

.06 23 .08 .08 1.0 .02 23 47 .07 4.0 11 11 

.06 27 ♂.08 1.0 、 1.0. .04 2月1日.0.0 13 .08 .05 22 17 
A‘ 司

06 33 .08 10.1 1.0 15 .0.0 22 .09 1.0 6日.0.0.27 

.06' 31 .08 11 1.0 2.0 .0.0 26 10 11 .0.0 57 

.06 39 、.08 12 1.0 24 .0.0 4.0 10 13 12 1.0 

.06 42 .08: 12 1.0 26 .0.0・56長 1.0 4.0 12 .11 

.06 '49 .08 12 1.0 28 .01 48骨 1.0 53 13 .05 

.06 5.0 081 15普 1.0 3.0 .02 .08芥 11 . 3.0長 16 19長

.06 51 .08、8 10.31 .02 13 11 5.0長 19 3.0 

.07 01 .08 18 1.0 36 .02 26卦 11 59 21 .02 

.07・.02 .08 2.0 1.0 36 .02 29 12 45 21 44長

.07 .05 .08 22 1.0 4.0 02.32長 12 59 7日.0.0 48 

.07 .07 .08 23 1.0 49 .03 45 13 .04 .02 3.0 

.07 .08 .08 23 11 15 .03 56 13 12 .02 48 

.07 12者 .08 24 11 18 .04 34 18 46 .03 5.0 

.07 14 .08 .25 11 28 .06 2.0 2.0 27 .04 .07 

.07 14 .08 3.0 11 39 .06 52骨 22 26 .05 22 
-

ー.07 17帯
0088334 2 

11 44 .07. 53* 23 . 15 1.0 59央

0 7 21 94 快帯 11 54 .07 59 3日.0.0 16特 13 25 

.07 .08 43 12 .03 .08 19 .0.0 18 21 13持

.07 25骨 .08 48 12 .08 .08 55 .0.0 26 8日.0.0 25 

.07' 26 .08 49 12 17 .08 59特 .0.0 55 .0.0 29恭

.07 26 .08 5.0 12 43 .09 .05 .01 26 .02 .05 

.07 27 .08 51 12 44 1.0 23 .03 .04 .05 41 

.07 28 .08 54 13 .04 1.0 54長 .03 4.0 13 37 

.07 28 .08 56 13 3.0. 11 .04 .04 .02 9日.0.0 .0.0 

.07 29 .08 57 ¥ 
13 32 11 .07 .05 51勢 .04 37恭

/ 

.07 3.0 .08 58 13 34 11 33 .07 1.0 1127 

.07 31長 .09 .03 13 49 11 36 .09 21 1.0日.09 56長

.07 -31 .09 .04 14 18 11 55 1.0 44 2.0 16 

.07 33 .09 .05 14 19 12 15 14 2.0 11日.03 34 

.07 34 .09 .05 14 32 12 28 16 47 22 44 
b 

.07 35 .09 .09 14 54 、 12 51 16 58 12日.0.0 2.0 

.07、35 .09 11 15 32 13 12特 19 29 .03 01 

.07 35 .09 13 15 32 13 47骨 4日.01 .01骨 .03 .06骨

.07 35 .09 14 15 53 14 .09骨 .01 43 .03 .08 

.07 36骨 .09 15- 15 55 14 11 .05 39 .05 53 

.07 37 _ .09 17 16' 28 14 18 .06 44 .08 45 

.07 ‘4.0特 .09 23 16 29 14 26 .09 .06 14 45 

.07 41 .09 24 16 4.0 14 26 .09 3.0 12 .0.0 

.07 '..42 .09 31 17 26 17 .07 1.0 .04 13日 2.0 48 

.07 45 .09 34 17 28 17 17 16 29 14日.08 25 

- 19 ~ 
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h ロ1 h 日1 h m m h n1 h m 
16 30 06 27持 17日 01 30 04 29 

0045439 3 
02 00特

15日 03 01 06 55 07 06 06 02 25日 01 17 
03 37 14 05 '07 34 20 29長 05. 33 27日 17 10 
04 55 17 53帯 18日 01 43 20日 14 25 12 30帯 28日 02 58 
05 28 16日 15 15 .19日 01 01 23日 04 31 24日 01 57 05 45勢

06 17世
23 20 

長有感地震、

- 20ー


